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徳
島
県
で
は
消
費
者
庁
の
誘
致

を
進
め
て
お
り
、本
年
７
月
に
は
、

新
た
な
消
費
者
政
策
を
研
究
・
分

析
す
る
た
め
の
「
消
費
者
行
政
新

未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
」
が
県
庁
内

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
現
在
、
週
２
回
の

相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
消
費
者
行
政
の
推
進

を
図
る
た
め
、
本
年
５
月
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
内
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
体
制
が
整
備
さ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
推
進

も
期
待
で
き
る
な
ど
、
本
市
に
お

け
る
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強

化
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　

本
市
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
、

交
流
人
口
の
増
加
お
よ
び
本
市
へ

の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

の
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
子

ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
ま
ち
」「
住
み

た
く
な
る
ま
ち
」
の
全
３
編
か

ら
な
る
３
分
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
市
に
関
心
を
持
つ

人
を
増
や
す
た
め
、
移
住
相
談
会

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

し
、市
の
Ｐ
Ｒ
・
魅
力
発
信
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
で
徳
島
県
初
の

合
併
市
で
あ
る
本
市
と
、
四
国
初

の
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
で
あ
る
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
は
、
ジ
ャ
ン
ル
こ

そ
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
時
代
を

徳
島
県
の
「
先
駆
者
」
と
し
て
と

も
に
歩
ん
で
き
た
も
の
同
士
で
す
。

　

本
市
で
は
、
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
株
式
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、

「
新
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
し
て
Ｊ

リ
ー
グ
へ
の
登
録
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
市
の
知
名
度
向

上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
特
産
品

等
の
販
路
拡
大
な
ど
、
地
域
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
心

豊
か
な
成
長
と
幼
児
教
育
の
連
続

性
を
確
保
す
る
た
め
、
幼
保
一
体

化
を
促
進
し
既
存
園
の
運
営
面
の

改
善
と
合
わ
せ
、
市
内
全
域
に
お

い
て
、
公
立
お
よ
び
民
間
活
力

を
生
か
し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

　

山
川
西
部
地
区
と
美
郷
地
区
に

つ
い
て
は
、
本
年
８
月
完
成
に
む

け
建
築
工
事
を
進
め
て
お
り
、
高

越
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
と
し
て
、

平
成
30
年
４
月
の
開
園
予
定
で

す
。

　

山
川
東
部
地
区
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
と
と
も
に
整
備
を
進

め
て
お
り
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
平
成
30
年
４
月
の
開
園
の

予
定
で
す
。

　

川
島
地
区
に
お
い
て
は
、
旧
庁

舎
を
活
用
し
、
川
島
こ
ど
も
園
と

し
て
平
成
26
年
４
月
に
開
園
し
て

い
ま
す
。

　

鴨
島
西
部
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
４
月
に
私
立
保
育
園
を

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
認
定
替

え
す
る
た
め
の
増
築
工
事
が
完
了

し
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
現
行

の
定
員
を
増
員
し
ま
す
。

　

鴨
島
東
部
地
区
に
つ
い
て
は
、

公
立
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
平

成
31
年
４
月
開
園
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

鴨
島
中
央
部
地
区
に
つ
い
て

は
、私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、

平
成
32
年
４
月
の
開
園
を
め
ざ
し

て
、
今
後
、
関
係
機
関
な
ど
と
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
鴨
島
中
央
部
地
区
の
認

定
こ
ど
も
園
開
園
を
も
っ
て
、
市

内
全
域
に
お
い
て
認
定
こ
ど
も
園

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
　

　
　

　

２
月
１
日
付
け
で
国
の
事
業
採

択
を
受
け
た
「
都
市
再
生
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
か

ら
５
カ
年
で
事
業
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
事
業
の
中
心
と
な
る

の
が
、
麻
植
協
同
病
院
跡
地
で
の

ア
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
た
複
合
施

設
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
の
３
カ
年
で
整
備
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、敷
地
の
東
側
に
、

ア
リ
ー
ナ
を
新
設
し
、
バ
レ
ー

コ
ー
ト
と
し
て
３
面
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
は
２
面
が
と
れ
る
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
、
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ア

リ
ー
ナ
に
併
設
す
る
形
で
、
既
存

建
物
の
北
館
を
再
利
用
し
、「
社

会
福
祉
フ
ロ
ア
」、「
図
書
館
フ
ロ

ア
」、「
地
域
交
流
フ
ロ
ア
」、「
子

育
て
支
援
フ
ロ
ア
」
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
を
集
約
し
て
、
ま
ち

な
か
の
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し

ま
す
。

•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
市政の窓

　２月27日の平成29年３月
吉野川市議会定例会開会日、
川真田市長は、平成28年度の
成果と平成29年度の市政運営
方針などについて述べ、市民
の皆さんや市議会に理解と協
力を求めました。要旨は次の
とおりです。

認
定
こ
ど
も
園
整
備
の
進
捗

状
況
お
よ
び
今
後
の
計
画

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｒ
動
画

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
事
業

消
費
者
行
政
の
推
進

中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

動画投稿サイト「YouTube（ユーチューブ）」
に吉野川市公式チャンネルを開設いたしま
した。本市のＰＲ動画はこちらからご覧に
なれます。
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病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
、
鴨
島
町
の
「
ひ
だ

ま
り
」
と
山
川
町
の
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
の
２
施
設
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
施
設
利

用
の
少
な
い
日
な
ど
に
、
地
域
の

保
育
所
な
ど
へ
の
巡
回
支
援
や
情

報
提
供
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
児

童
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
事
業
の
拡
大

と
し
て
、
多
児
妊
娠
の
場
合
に
つ

い
て
、
従
来
の
検
査
回
数
に
超
音

波
検
査
を
２
回
追
加
し
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
環
境
の
充

実
　

こ
れ
ま
で
、「
わ
か
り
や
す
く
、

深
ま
る
」
授
業
の
実
現
の
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し

た
授
業
の
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
、
平
成
29
年
度

か
ら
、
学
校
現
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
１
人
配
置
し
、「
魅
力
的
な

授
業
」
の
実
現
に
向
け
た
多
様
な

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ら
な
る
学
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
学
校
１
・
２
年

生
の
算
数
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

導
入
し
、
小
学
校
全
学
年
の
算
数

の
時
間
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
を
高
め
、
思
考
力
や

表
現
力
を
育
成
す
る
授
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

●
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

　

公
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
は
、
全
国
的
に
も
低
く
、
本

市
に
お
い
て
も
、
特
に
小
学
校
ト

イ
レ
の
改
修
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

児
童
生
徒
か
ら
は
、
和
式
ト
イ

レ
は
使
い
づ
ら
い
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
ま
た
、
教
職
員
の
多
く
が

最
も
改
善
が
必
要
な
学
校
施
設
は

ト
イ
レ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
進
め
て
い
る
学

校
再
編
な
ど
を
考
慮
し
、
洋
式
ト

イ
レ
設
置
率
が
低
く
、
ま
た
、
避

難
所
と
し
て
避
難
収
容
拠
点
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
施
設
を

優
先
し
て
、
来
年
度
か
ら
、
３
カ

年
計
画
で
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
石
田
増
男
基
金
の
造
成
お
よ
び

活
用

　

昨
年
12
月
９
日
、
鴨
島
町
出
身

の
石
田
増
男
氏
（
米
国
シ
カ
ゴ

在
住
）
よ
り
、
本
市
教
育
の
振

興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

１
千
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
伴
い
、「
吉
野
川
市
石
田

増
男
教
育
振
興
基
金
」
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
国
際
感
覚

豊
か
な
人
材
の
育
成
の
た
め
、
こ

の
基
金
を
活
用
し
、
実
践
的
で
生

き
た
英
語
教
育
等
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

●
届
出
記
念
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

事
業

　

本
事
業
は
、希
望
者
に
婚
姻
届
・

出
生
届
な
ど
の
際
、
記
念
撮
影
を

行
い
、
写
真
デ
ー
タ
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
デ
ー
タ
を
添
え
て
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
へ
無
料
で
送
信
し
、

記
念
と
し
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

結
婚
式
や
年
賀
状
な
ど
で
自
由

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
、
来
年
度
以
降
も
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
運
動

場
整
備
事
業

　

鴨
島
運
動
場
の
代
替
施
設
と
し

て
、
県
中
西
部
の
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
と
な
る
よ
う
、
中
央
美
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
に
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
整
備
し
ま
す
。

　

事
業
概
要
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
お
よ
び
駐
車
場
を
整
備
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
人
工
芝

仕
様
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
実
施
設
計
」、

「
用
地
取
得
」、
平
成
30
年
度
に
は

「
整
備
工
事
」
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

●
観
光
の
振
興

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
市

と
阿
波
市
の
２
市
に
よ
る
広
域
観

光
推
進
体
制
か
ら
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
遂
げ
る
た
め
、
徳
島
市
を
は

じ
め
と
す
る
徳
島
東
部
地
域
15
市

町
村
で
設
立
を
め
ざ
す
「
徳
島
東

部
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）」
に
参
画
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
徳
島
東
部
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）」

は
、
平
成
30
年
度
の
設
立
を
め
ざ

し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、
設

立
準
備
事
業
と
し
て
、「
徳
島
東

部
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）」
圏
域
の
観

光
推
進
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
徳
島
東
部
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）」
に
よ
り
、
真
に

地
域
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
滞

在
型
観
光
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
事
業

　

２
０
２
０
年
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
祭
典
で
も
あ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
国
内
外
の

ト
ッ
プ
プ
ロ
が
集
う｢

と
く
し
ま

記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ｣

を
招し

ょ
う
へ
い聘

し
、

本
市
中
学
生
が
参
加
す
る
市
民
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
一
流
の
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
演
す
る
本
市
中
学
生

に
ト
ッ
プ
プ
ロ
が
事
前
に
演
奏
指

導
す
る
機
会
を
設
け
、
次
代
の
地

域
の
音
楽
文
化
を
担
う
中
学
生
の

演
奏
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
豊
か
な
感
性
を
養
う
機
会
を
創

出
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

教
育
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

届出記念撮影写真サービス

若
い
世
代
に
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
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●
消
防
団
車
両
の
更
新

　

現
在
、
本
市
消
防
団
は
、
36
分

団
で
消
防
車
両
39
台
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
２
台
、
28
年
度

に
２
台
の
老
朽
車
両
の
更
新
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に

お
い
て
は
３
台
の
車
両
更
新
を
行

い
、
消
防
団
の
活
動
強
化
、
機
動

性
の
向
上
を
図
り
、
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
消
防
防
災
活
動
拠
点
事
業

　

被
災
時
に
容
易
に
支
援
物
資
の

受
け
入
れ
や
保
管
が
で
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
、
物
資
が

届
く
体
制
の
構
築
や
物
流
拠
点
の

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
の
物
資
受
け

入
れ
が
可
能
と
な
る
施
設
を
山
川

町
春
日
地
区
に
整
備
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
平
常
時
に
は
消

防
操
法
訓
練
が
可
能
な
市
消
防
団

の
団
員
育
成
施
設
、
ま
た
、
市
内

の
自
主
防
災
組
織
の
担
い
手
養
成

施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
「
消
防

防
災
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

と
し
て
整
備
し
、
土
の
う
作
成
・

配
布
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
山
川
地

区
の
災
害
時
廃
棄
物
の
一
次
仮
置

き
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

単
身
や
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世

帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る

な
か
、
既
存
の
社
会
資
源
を
活
用

し
て
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
「
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
に
お

け
る
生
活
支
援
の
担
い
手
で
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動
を

促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

介
護
予
防
に
も
つ
な
げ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定

　

大
地
震
や
大
規
模
な
水
害
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
建
物
等

か
ら
の
が
れ
き
類
や
、
避
難
所
か

ら
の
ご
み
・
し
尿
問
題
な
ど
、
一

時
的
に
大
量
の
ご
み
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
十

分
な
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災

等
大
規
模
災
害
の
発
生
を
教
訓

に
、
国
・
県
・
市
町
村
が
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
国
の
「
災
害
廃

棄
物
対
策
指
針
」
と
、
そ
の
指
針

に
基
づ
き
「
徳
島
県
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
」
が
新
た
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
に
基

づ
き
、
災
害
発
生
時
に
速
や
か
か

つ
柔
軟
に
復
旧
・
復
興
を
図
る
た

め
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
対
す

る
、
よ
り
具
体
化
し
た
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
空
き
家
対
策
の
推
進

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
吉

野
川
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た
概

要
調
査
に
基
づ
き
、
市
内
に
あ
る

約
１
２
０
０
戸
の
空
き
家
に
つ
い

て
、
空
き
家
判
定
士
に
よ
る
詳
細

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
判
定
結
果
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
入

力
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
今
年
度
の
調

査
内
容
を
基
に
、
空
き
家
対
策
計

画
の
策
定
を
行
い
、
そ
の
計
画
に

基
づ
き
、
空
き
家
の
除
却
や
利
活

用
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

●
ご
み
袋
の
料
金
改
定

 　

現
在
、
指
定
袋
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
処
理

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ご
み
の
排

出
量
が
増
加
傾
向
で
、
こ
れ
に
伴

い
処
理
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
み
行
政
の

推
進
に
あ
た
り
、
ご
み
袋
の
単
価

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
社
会
情
勢
の
状
況

や
近
隣
市
町
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
、
平
成
30
年
１

月
か
ら
、
１
枚
あ
た
り
、
も
や
せ

る
ご
み
袋
（
大
）
を
20
円
か
ら
25

円
に
、
も
や
せ
る
ご
み
袋
（
中
）

を
17
円
か
ら
20
円
に
見
直
す
予
定

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策

定
　

本
市
で
は
、
資
源
を
循
環
的
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄
物
の

発
生
を
抑
制
し
、
も
っ
て
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
制
し
環
境
負
荷
が

で
き
る
限
り
低
減
さ
れ
る
「
循
環

型
社
会
」
の
形
成
を
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
を
目

標
年
度
と
す
る
「
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
現
計
画
の
目
標

年
度
で
あ
る
平
成
29
年
度
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
、
本
市
の
お
お
む
ね
10
年
～
15

年
先
を
見
据
え
た
一
般
廃
棄
物
処

理
の
指
針
と
す
る
べ
く
、
既
存
の

処
理
計
画
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
効

率
的
な
処
理
計
画
と
な
る
よ
う
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

効
率
的
に
行
政
運
営
を
す

る
ま
ち
づ
く
り

[大]寸法 65㎝×80㎝ 10枚入り 
[中]寸法 50㎝×70㎝ 10枚入り 

もやせるごみ専用
〔白色半透明の袋〕
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紙
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

●
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
　

第
６
期
計
画
で
は
、
介
護
保
険

法
の
改
正
に
よ
る
新
た
な
地
域
支

援
事
業
の
実
施
な
ど
２
０
２
５
年

問
題
を
見
据
え
た
計
画
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
第
７
期
計
画
に
お

い
て
も
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
医
療
と
介
護
の
連
携
な

ど
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
取
り

組
み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

介
護
保
険
を
適
正
で
安
定
し
た
継

続
性
の
あ
る
制
度
と
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
に
「
事
業
計
画
策
定
委

員
会
」
で
十
分
な
協
議
を
行
い
な

が
ら
策
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画
、
障
が
い
福
祉

計
画
策
定

　
「
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
誰
も

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
提
供
や
地

域
福
祉
へ
の
住
民
参
加
の
促
進
を

図
る
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
５
年
以
上
と
し
ま
す
。

　
「
障
が
い
福
祉
計
画
」
は
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
量
を

確
保
す
る
た
め
、
具
体
的
な
方
策

等
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
３
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

●
美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
終
了

　

美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
大
規
模
な

改
修
が
必
要
で
、
収
益
改
善
が
見

込
め
る
利
用
者
数
の
確
保
は
困
難

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
３
月
末

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
特

化
し
た
業
務
を
終
了
し
、
条
例
を

廃
止
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
面
「
吉
野
川
市
社
会

福
祉
協
議
会
」
の
美
郷
支
所
と
し

て
引
き
続
き
活
用
し
、
福
祉
関
係

事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
民

間
事
業
者
な
ど
に
譲
渡
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
公
営
企
業
会
計
移
行
に
係
る
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

　

上
・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
「
地
方
公
営

企
業
法
」
の
全
部
適
用
を
め
ざ
し

て
移
行
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
公

営
企
業
会
計
移
行
に
よ
り
上
水
道

事
業
と
同
じ
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム

を
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
導
入

し
、
平
成
29
年
６
月
末
の
完
了
を

め
ざ
し
公
営
企
業
会
計
に
不
可
欠

と
な
る
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
す
で
に
公
営
企
業
と
し

て
運
営
し
て
い
る
上
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
か
ら「
簡

易
水
道
事
業
」
を
統
合
し
、
給
水

事
業
全
体
の
効
率
性
と
持
続
可
能

性
を
高
め
、
よ
り
一
層
の
経
営
の

健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

　

平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
２
月
27
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　

　
　
　

◇
平
成
28
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
８

８
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
０
８
億
４
５
５
５
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
５
件

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

　
　

　
　◇

副
市
長
を
選
任

河
野　

博
喜
（
か
わ
の
・
ひ
ろ
き
）

氏
＝
68
歳
、
鴨
島
町
飯
尾
。

平
成
21
年
４
月
か
ら
吉
野
川
市
副

市
長
。

◇
教
育
長
を
任
命

石
川　

邦
彦
（
い
し
か
わ
・
く
に

ひ
こ
）
氏
＝
63
歳
、鴨
島
町
鴨
島
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
吉
野
川
市
教

育
長
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
委
員
に
推
薦
し
た
い
た
め
、

議
会
に
対
し
て
意
見
を
求
め
た
も

の
で
す
。

大
塚　

文
夫
（
お
お
つ
か
・
ふ
み

お
）
氏
＝
64
歳
、
鴨
島
町
喜
来
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り

計
予
算

◇
平
成
29
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
７
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
～

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
　
　

◇
吉
野
川
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
時
期
が

２
年
半
延
期
さ
れ
、
地
方
税
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
税
条

例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
農
業
委
員
会
の
委
員

の
定
数
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
吉
野
川
市

農
業
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
新
設

さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
、
報
酬
に
関
し
て
条
例

で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　

　
　
　

▼
吉
野
川
市
川
島
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
公
益
社
団
法
人
吉
野
川
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
平
成

29
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月

31
日 条　

例

指
定
管
理
者
の
指
定

人　
事

予　
算

5



　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
将
来
世
代
の
た
め
の
投

資
を
積
極
的
に
行
う
「
人
に
も
ま

ち
に
も
あ
つ
い
、
未
来
に
向
け
た

積
極
予
算
」
と
し
て
予
算
編
成
を

行
い
、
前
年
度
比
23
億
１
２
５
１

万
円
、
率
に
し
て
11
・
６
％
増
の

２
２
２
億
１
１
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
創
生
の

も
と
人
口
の
増
加
や
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
移
住
・
定

住
施
策
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
支

援
措
置
の
ひ
と
つ
で
あ
る
合
併
特

例
債
の
発
行
期
限
が
平
成
31
年
度

末
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継

続
事
業
で
あ
る
高
越
小
学
校
・
高

越
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
整
備
事
業
、

鴨
島
東
部
地
区
認
定
こ
ど
も
園
整

備
事
業
、
新
規
事
業
で
あ
る
都
市

再
生
整
備
事
業
、
消
防
防
災
活
動

拠
点
整
備
事
業
な
ど
、
真
に
必
要

な
事
業
を
積
極
的
か
つ
集
中
的
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
結
果
、
予

算
規
模
は
２
年
連
続
の
増
額
と
な

り
、
合
併
後
最
大
の
規
模
と
な
り

ま
し
た
。

一 

般 

会 

計

■
市
税

　

法
人
市
民
税
は
税
収
の
前
年
度

決
算
見
込
額
を
踏
ま
え
た
増
と
、

固
定
資
産
税
は
家
屋
の
新
築
等
に

よ
る
増
か
ら
、
総
額
で
前
年
度
比

１・７
％
増
の
38
億
７
４
９
８
万
６

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
地
方
交
付
税

　

合
併
後
10
年
経
過
後
は
算
定
替

ル
ー
ル
に
よ
り
普
通
交
付
税
が
５

年
間
で
段
階
的
に
減
額
さ
れ
る
た

め
、
漸
減
３
年
目
と
な
る
平
成
29

年
度
は
、
前
年
度
比
１・７
％
減
の

68
億
２
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

■
繰
入
金

　

大
型
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
る
一
般
財
源
の
不
足
を
補
て
ん

す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

８
億
円
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
総
額
で
前
年
度
比
１
０

１・５
％
増
の
17
億
８
７
０
３
万
２

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
市
債

　

高
越
小
学
校
・
高
越
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
整
備
事
業
で
12
億
８
１

１
０
万
円
、
都
市
再
生
整
備
事

業
で
５
億
２
７
２
０
万
円
の
発
行

を
予
定
し
て
お
り
、
総
額
で
前

年
度
比
86
・
１
％
増
の
32
億
９
５

８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
歳
入
（
収
入
）

平成29年度

当初予算について
※
重
点
事
業
の
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
へ

県支出金
14億2,272万8千円
（6.4％）

国庫支出金
28億6,409万3千円
（12.9％）

地方譲与税・各種交付金
10億90万9千円
（4.5％）

地方交付税
68億2,000万円
（30.7％）

市税
38億7,498万6千円
（17.5％）

その他
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・寄附金
・諸収入
11億4,545万2千円
（5.2％）

繰入金
17億8,703万2千円
（8.0％）

市債
32億9,580万円
（14.8％）

自主財源
　30.6％

依存財源
　69.4％

222億1,100万円

市たばこ税は、たばこを販売する小売販売業者が所在する市の収入になります。
たばこを買うなら吉野川市内で。 6



　

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特別会計

企業会計

会　　　計　　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 58億6,665万4千円

後期高齢者医療特別会計 6億6,489万2千円

介護保険特別会計 53億123万2千円

公共下水道事業特別会計 10億6,502万2千円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 3億8,820万3千円

農業集落排水事業特別会計 1億6,854万6千円
※平成29年度から簡易水道事業を上水道事業へ統合したため、簡易水道事業特別会計は廃止されました。

会　　　計　　　名 予　算　額

水道事業会計

収益的収入および支出
収　入 6億8,331万6千円

支　出 6億3,530万5千円

資本的収入および支出
収　入 5億1,490万円

支　出 7億4,743万7千円

■
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

　

退
職
予
定
者
の
増
や
嘱
託
職
員

報
酬
の
改
定
等
に
よ
り
前
年
度
比

５・９
％
増
の
35
億
５
８
６
９
万
７

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
扶
助
費
】

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
や

私
立
認
可
保
育
園
委
託
料
等
の
増

に
よ
り
前
年
度
比
１・
８
％
増
の

46
億
１
２
４
４
万
２
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

定
期
償
還
金
の
増
に
よ
り
前
年

度
比
２・０
％
増
の
24
億
２
８
９
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
投
資
的
経
費

　

高
越
小
学
校
・
高
越
こ
ど
も

園
（
仮
称
）
整
備
事
業
、
鴨
島
東

部
地
区
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事

業
等
の
継
続
や
麻
植
協
同
病
院

跡
地
を
整
備
す
る
都
市
再
生
整

備
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
比
75
・
５
％
増
の

36
億
１
１
９
１
万
４
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
の
経
費

　

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の
経

費
は
、
前
年
度
比
５・
７
％
増
の

80
億
２
５
０
５
万
７
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
（
支
出
）

その他
36.1％

義務的経費
　47.6％

投資的経費
16.3％

繰出金
28億8,915万円
（13.0％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
1億1,381万8千円
（0.5％）

補助費等
23億8,124万6千円
（10.7％）

維持補修費
8,683万円
（0.4％）

物件費
25億2,401万3千円
（11.4％）

投資的経費
36億1,191万4千円
（16.3％）

公債費
24億289万円
（10.8％）

扶助費
46億1,244万2千円
（20.8％）

人件費
35億5,869万7千円
（16.0％）

予備費
3,000万円（0.1％）

＜性質別構成比＞
222億1,100万円
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平成29年度当初予算

重 点 事 業
　重点事業は、「吉野川市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標に沿った構成とし、４つ
に区分しました。
　主要なものの概要は次のとおりです。

（※ 【新】・・・新規事業　　【継】・・・継続事業）

議会費・総務費・
諸支出金等
53,563円

民生費
196,337円

衛生費
49,041円

農林水産業費・商工費
17,159円

土木費
55,923円

消防費
・災害復旧費
19,257円

教育費
75,243円

公債費
56,593円

＜目的別構成比＞

※市税（38億7,498万6千円）÷人口（42,459人/H29.1.1現在住民基本台帳人口）で換算。

市民一人あたり税負担　91,264円

市民一人あたり
523,116円

予算を市民一人あたりに換算すると
議会費・総務費・

諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・
商工費

議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や
総合的な管理事務等
に要する経費

障がい者・高齢者・
児童福祉、生活保護
等に要する経費

各種健診などの保健
活動やごみ・し尿処
理等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

土木費 消防費・災害復旧費 教育費 公債費

市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や教
育（幼稚園、小中学
校、社会教育）、ス
ポーツ振興等に要す
る経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

雇用創出のための産業振興

訪れたくなる、住みたくなる吉野川の魅力発信

重
点
①

重
点
②

【新】創業支援資金保証事業 20万円

　地域経済の活性化を図ることを目的に、本市内におい
て新たに事業を開始しようとする個人又は法人が資金借
入時に必要となる保証料を市が負担します。
　保証条件：創業時又は創業後の事業の実施に必要な運転資金お
　　　　　　よび設備資金
　保証料率：1%

【新】来て 観て 住んで事業 2,400万円

　子育て世代の支援、市内経済の活性化、移住・定住促
進のため、40歳未満の若者世代の住宅取得に対し、補助
金を交付します。

【継】ふるさと納税推進事業 5,024万4千円

　ブランド認証品のセレクト等による記念品の充実およ
び効果的な広告宣伝活動により、ふるさと納税を強力に
推進し、市とブランド認証品のPR活動を全国展開します。

【新】徳島ヴォルティスホームタウン
　　 事業 241万円

　スポーツが生活に溶け込んだ活気ある魅力的なまちづ
くりの推進と新たな地域間交流を創出するため、徳島ヴォ
ルティスホームタウン事業を実施します。

8



●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221　℻22-2244

都市の活力と暮らしの安心の創造

若者世代の希望をかなえる環境の整備

重
点
④

重
点
③

【新】都市再生整備事業 6億5,055万7千円

　麻植協同病院跡地の再開発と併せて周辺整備を行うこ
とにより、中心市街地である鴨島駅周辺地区の活性化を
図り、活力と賑わいのある「街なか」としての再生をめ
ざします。

【新】災害廃棄物処理計画策定事業 400万円

　災害発生時の廃棄物処理を迅速にし、生活環境の保全
と円滑な復旧・復興に資することを目的に、災害廃棄物
処理計画を策定します。

【新】生活支援体制整備事業 38万6千円

　多様な生活支援等が利用できる地域づくりを支援する
ため、生活支援コーディネーターの配置と協議体の設置
を行います。（介護保険特別会計）

【継】鴨島東部地区認定こども園
　　 整備事業 1億9,310万3千円

　幼保再編構想による鴨島東部地区における３幼稚園と
１保育所を再編し、認定こども園を整備します。
　（平成31年４月開園予定）

【新】小学校洋式便器改修事業 4,140万円

　洋式トイレが少ない学校や避難収容拠点施設となって
いる学校を優先し、３年計画で市内小学校のトイレの洋
式化を行います。

【新】消防防災活動拠点整備事業 5,974万7千円

　大規模災害時に物流拠点や災害廃棄物の一時仮置場と
なる施設として、また消防団員や自主防災組織の訓練施
設としての役割を担う施設として「消防防災活動センター
（仮称）」を整備します。

【継】西消防署整備事業 7,439万3千円

　本市と阿波市で構成し、消防行政を担う徳島中央広域
連合が、西消防署を改築するに当たり必要となる費用の
一部を２市で負担し、大規模災害時の拠点となる施設を
整備します。

【新】消費生活センター設置事業 627万9千円

　消費生活専門相談員による消費生活に関する相談業務
や啓発事業を実施し、市民の消費生活の安定及び向上を
図るため、吉野川市消費生活センターを設置します。

【継】中央美化センター跡地
　　 運動場整備事業 2,719万5千円

　新たなスポーツ環境の確保および市民の体力向上、地
域スポーツの振興を図ることを目的に、中央美化センター
跡地に運動場を整備するための設計を行います。

【継】高越小学校・高越こども園
　　（仮称）整備事業 15億7,715万8千円

　現川田中小学校敷地内に、０歳から12歳まで一貫した
教育・保育が行える高越小学校と高越こども園（※ともに
仮称）を整備します。
　（平成30年４月開校・開園予定）

建設工事の様子（平成29年３月14日撮影）
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●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221　℻22-2244

来て 観て 住んで事業 若者世帯への住宅取得支援
　平成29年４月１日から「来て観て住んで事業」を始めます。
　この事業は、子育て世代への支援、若者世代の移住・定住人口の増加および地域経済の活性化を図る
ため、市内に住宅を新築または購入する40歳未満の方に補助金を交付します。

● 補助対象者（次の全ての要件を満たす人）
◦補助対象住宅に係る所有権保存または所有権移転の登記の日において、40歳未満の人または生
計を一にする同居の配偶者が40歳未満の人（吉野川市新婚世帯家賃補助事業の交付対象期間中
に民間賃貸住宅から補助対象住宅へ転居する者はこの限りでない）。
◦補助対象住宅の所有権の持ち分が２分の１以上になる人。
◦世帯全員が吉野川市税などを滞納していないこと。
◦過去に、この補助金または吉野川市に住んでみんで事業補助金の交付を受けていないこと。
● 補助対象住宅（次の全ての要件を満たすもの）
◦本市の区域内に自己の本拠として居住用のために新築または購入により取得し、平成29年３月
１日以後に補助対象住宅に係る所有権保存または所有権移転の登記をしたもの。
◦居住の用に供される部分の延べ床面積が２分の１以上あり、その部分の延べ床面積が50平方
メートル以上あるもの。
◦玄関、居室、便所、台所および風呂を備えたもの。
● その他の要件
◦所有権保存および所有権移転の登記の日から180日以内に補助金交付申請書を提出すること。
◦補助金の交付を受けた日から３年以内に転居、転出しないこと。あるいは所有権を第三者に移
転しないこと。

補助金の基本額は、新築（築後３年以内の建売住宅を含む）の場合は30万円、購入の場合は15万
円とする。また、次に掲げる４つの要件のうち、２以上満たす場合、全てを満たす場合にそれぞ
れ加算するものとして、基本額および基本額に加算した額は、下記の表のとおりとする。ただし、
住宅取得額（用地取得額除く）が当該額に満たない場合は、住宅取得額（１万円未満の端数があ
る場合は、これを切り捨てた額）とする。
(1)	市外から補助対象住宅の所在地の住所に転入した場合（転入前１年の間、吉野川市内に居住
したことがない人）

(2)	市内業者が建築または市内業者から購入
した場合

(3)	親世帯と同居か近居（市内において直線
２キロメートル以内）または永続的に自
治会加入の場合

(4)	多子世帯（中学生以下の子ども３人以上
と同居）の場合

●詳しくは市ホームページをご覧ください。
　提出書類の様式もダウンロードできます。

●この事業は平成29年度から３年間限定の事業となります。

対象条件

補助金額

補助金交付までの流れ

新築の場合
の上限額

購入の場合
の上限額

基本額 30万円 15万円

加算要件を２以上満たす場合 60万円 45万円

加算要件を全て満たす場合 90万円 60万円

1
工事請負または
売買契約の締結

5
補助金交付申請書を市に提出
（登記日から180日以内）

2
工事着工～工事完了
（新築の場合）

6
補助金交付決定
通知書を市が送付

3
所有権保存登記または
所有権移転登記

7
補助金交付請求書を

市に提出

4
補助対象住宅
に居住

8
補助金の交付

（指定口座に振込）

吉野川市　来て観て住んで事業
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●問い合わせ　市選挙管理委員会　☎22-2211　℻22-2245

吉野川市議会議員一般選挙の投票日は

５月14日（日）です
●投票日当日の投票所

●名簿登録地【吉野川市】以外の市区町村における不在者投票

●指定病院などにおける不在者投票

●郵便などによる不在者投票

「投票立会人」になりませんか？
18・19歳　20歳代の若い世代の「投票立会人」を募集しています。

●期日前投票所【期日前に投票するとき】

※期日前投票については、お住まいにかかわらずどちらの投票所でも利用することができます。
※投票所の場所（地図）については、市ホームページをご覧ください。

　告示日【５月７日（日）】以後に送付される投票所入場券に記載された投票所にお越しください。
※投票所の場所（地図）については、
　市ホームページ(http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2016120900029/)
　でご確認ください。

　仕事や旅行などで、選挙期間中、吉野川市以外の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町
村の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。投票用紙などの送付などに日数を要しま
すので、早めに投票用紙を請求してください。
※投票用紙などを請求するための様式については、市ホームページをご確認ください。

　都道府県選挙管理委員会の指定する病院・老人ホーム・身体障害者支援施設などに入院している
方は、病院などにおいて不在者投票ができます。
　早めに病院長・施設長などに申し出てください。

「投票立会人」は、投票が適正かつ公正に行われているかを投票所で確認する仕事です。選挙
管理委員会では、若い世代の方に政治や選挙に関心をもっていただき、選挙をより身近に感
じてもらうために、市内の投票所での「投票立会人」を募集しています。
興味、関心のある方は市選挙管理委員会までお問い合わせください。

　身体に重度の障がいがある人および介護保険法上の要介護５の方は、自宅で郵便などによる不在
者投票ができます。
　郵便投票をするには、あらかじめ市選挙管理委員会に申請し、郵便等投票証明書の交付を受ける
必要がありますので、早めに市選挙管理委員会までお問い合わせください。

■期間　５月８日（月）から５月13日（土）までの午前８時30分から午後８時まで
■場所　吉野川市役所　111会議室（本館１階）
　　　　山川公民館　研修室１

選
挙
に

行
こ
う
！

11



後
の
後
戻
り
が
少
な
い
の
が
特
徴

で
す
。

　

ど
ち
ら
の
方
法
も
、
薬
剤
の
副

作
用
と
し
て
一
時
的
に
知
覚
過
敏

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ぶ
せ
物
や
詰
め
物
を

し
て
い
る
部
位
に
は
効
果
は
な

く
、
変
色
が
強
か
っ
た
り
、
虫
歯
が

あ
る
場
合
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

が
適
用
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
削
っ
て
か
ぶ
せ
た

り
張
り
付
け
た
り
し
て
白
く
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
は
、
歯
の
外
傷
や
打
撲
が

原
因
で
神
経
を
と
っ
た
歯
の
変
色

に
対
し
て
、
歯
の
中
に
直
接
薬
剤

を
入
れ
て
漂
白
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
全
額
自

費
診
療
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
白

さ
を
維
持
す
る
に
は
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
や
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
を
定
期
的

に
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯

の
白
さ
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
で
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　

お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

質
問 　
私
の
前
歯
は
黄
色
く
、
以

前
か
ら
色
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
歯
を
削
ら
ず
に
白
く
し

た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
り
ま
す
か
。
（
38
歳
・
女
性
）

 

回
答 　
茶
渋
や
た
ば
こ
の
ヤ
ニ

な
ど
の
汚
れ
で
あ
れ
ば
、
表
面
に

付
着
し
た
色
素
を
清
掃
す
る
「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
」
で
き
れ
い
に
な
り

ま
す
が
、
歯
自
体
の
色
を
白
く
し

た
い
の
で
あ
れ
ば
「
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン

グ
」
が
必
要
で
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
に
は
、
大
き
く

分
け
て
歯
科
医
院
で
行
う
オ
フ
ィ

ス
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
と
自
宅
で
行

う
ホ
ー
ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
が
あ

り
、
両
方
を
同
時
に
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
、

専
用
の
薬
剤
を
歯
に
塗
布
し
た

後
、
特
殊
な
光
や
レ
ー
ザ
ー
な
ど

を
当
て
て
歯
を
白
く
す
る
方
法
で

す
。
効
果
が
早
く
出
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

ホ
ー
ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
は
、
専

用
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
に
薬
剤
を
塗

布
し
て
、
自
宅
で
一
日
数
時
間
、
歯

に
装
着
す
る
方
法
で
す
。
治
療
に

は
数
週
間
か
か
り
ま
す
が
、
治
療

第
12
回
　

歯
を
白
く
し
た
い

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

お
し
え
て
!!
歯
医
者
さ
ん

市税等納期のお知らせ

１．納期限が休日その他政令で定める日のときは、翌日が納期限となります。
２．市税等の第１期の納期に１年分の「各期用納付書」をまとめてお送りします（国民健康保険税は資格異動など

を反映させるため、７月上旬から中旬にかけての発送となります）。
　　◎各納期ごとに納付される方は、１年分の各期用納付書を大切に保管のうえ、金融機関窓口、コンビニエンス

　ストア、市役所会計課および各支所（川島・山川・美郷）で納めてください。
　　（注）平成28年度から、固定資産税および市・県民税の全期用納付書はなくなりました。年額を一括に納付さ

れる方は、各期用の納付書をご利用ください。
　　◎口座振替を利用して納税される方は、指定の口座から納期の末日に振り替えられます。
　　　なお、全期でご登録いただいている方は第１期の振替日に年額を一括して振り替えます。
　※国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）される部分および市・県民税が給与・年金から天引き（特
　　別徴収）される部分は除きます。

　平成29年度吉野川市税等の納期は次のとおりです。納期内の納付をお願いします。
納期 軽自動車税 固定資産税 市・県民税 国民健康保険税

５月 １日～31日 全期
18日～31日 １期

６月 17日～30日 １期
７月 １日～31日 ２期 １期
８月 １日～31日 ２期
９月 １日～30日 ２期 ３期
10月 １日～31日 ４期
11月 １日～30日 ３期 ５期
12月 １日～25日 ３期
１月 １日～31日 ６期

●問い合わせ
　軽自動車税／固定資産税／市・県民税	

市税務課　　　☎22-2215　℻22-2247
　国民健康保険税　	 市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243
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農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、

農
業
委
員
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。

　

主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
た
め
の
業
務
が
強
化
さ
れ
ま
す

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
が
重
点
業
務
と
な
り
ま

す
。

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
更

さ
れ
ま
す

　

農
業
委
員
選
出
方
法
が
、
公
選

制
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
方
法
に

変
わ
り
ま
す
。
農
業
団
体
等
か
ら

の
推
薦
お
よ
び
一
般
募
集
に
よ
る

候
補
者
の
中
か
ら
議
会
の
同
意
を

要
件
と
し
て
市
長
が
任
命
し
ま

す
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
ま
す

　

農
業
委
員
と
は
別
に
、
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
主
な
業
務
と
す
る
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
設
置
し
ま
す
。

農
業
団
体
等
か
ら
の
推
薦
お
よ
び

一
般
募
集
に
よ
る
候
補
者
の
中
か

ら
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　
　
　

　

吉
野
川
市
は
、
平
成
29
年
10
月

か
ら
新
制
度
を
適
用
し
ま
す
。
農

業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
推
薦
・
公
募
な
ど
の

具
体
的
内
容
は
「
広
報
よ
し
の
が

わ
５
月
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

	

☎
22-

２
２
２
７

	

℻
22-

２
２
３
７

地域の農業者や農業団体

議会

市長
市長

農業者 農業団体・議会

農業委員 選挙委員 選任委員

推薦・公募 推薦

選任
選挙

農業委員任命
同意

〈改正後の選出方法〉 〈これまでの選出方法〉

地域の農業者や農業団体

農地利用最適化推進委員

農業委員会
推薦・公募

委嘱

〈選出方法〉

新
制
度
に
向
け
て

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230　℻22-2247

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

　実施期間中に清掃活動にご協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。

５月21日（日）～６月４日（日）
６月４日（日）  午前８時～10時

実 施 期 間

統一実施日
※小雨決行。荒天等で中止する場合は、広報車などでお知らせします。

■申込期間	 ５月８日（月）～５月26日（金）
■申込方法	 下記の「環境美化実施計画書」に、清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地
	 図」を添えて、環境企画課（本館２階）もしくは各支所（川島、山川、美郷）へ申
	 し込みください。申し込みされた時に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。
■実施方法	 集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。
	 公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。
■収集方法	 「統一実施日」の６月４日（日）は、当日収集します。午前10時までに届け出場所に
	 ボランティアごみ袋を出してください。「統一実施日以外に実施」した場合、出さ
	 れたごみ袋は平日の収集となります。
■その他	 処分場へのごみの持ち込みはできませんので、ご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書
実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　		時～　	時 ごみを出す場所

※清掃範囲と、集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

平成29年　　月　　日

農
業
委
員
会
制
度
が

変
わ
り
ま
す
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２
月
10
日
、
市
役
所
大
会
議
室

に
お
い
て
赤
十
字
災
害
用
移
動
炊

飯
器
贈
呈
式
が
あ
り
、
日
本
赤
十

字
社
徳
島
県
支
部
か
ら
２
基
の
災

害
用
移
動
炊
飯
器
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
炊
飯
器
は
株
式
会
社
阿
波

銀
行
が
創
業
１
２
０
周
年
を
記
念

し
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
同

支
部
に
贈
っ
た
も
の
で
、
当
日
は

吉
野
川
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
員

20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
吉
野
川
市
地
区

に
お
け
る
赤
十
字
災
害
用
移
動
炊

飯
器
は

全
部
で

６
基
と

な
り
ま

し
た
。

コミュニティ助成事業による一部購入備品

宝くじロゴマーク貼付

感謝状を受けられた皆さんと

有事の際に役立てます

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
阿
波

踊
り
・
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
を
購
入

平
成
28
年
度
吉
野
川
市

体
育
協
会
表
彰
式

第
12
回
吉
野
川
市
公
民

館
振
興
大
会

　

平
成
28
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、１
団
体（
舞

絆
踊
連
）
が
阿
波
踊
り
の
鳴
り
物

や
浴
衣
、
う
ち
わ
や
提
灯
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。
今
後
、
各
種
行

事
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
さ
れ

ま
す
。

　

表
彰
の
あ
と
、被
表
彰
者
を
代

表
し
て
県
立
鳴
門
高
校
３
年
生
の

遠
藤
桃

菜
さ
ん

が
お
礼

の
言
葉

を
述
べ

ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
鴨
島
で
平
成
28
年
度
吉
野
川
市

体
育
協
会
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
各
種
大
会
で
活

躍
さ
れ
た
一
般
の
方
、
小
中
高
生

48
人
に
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
優
秀

者
表
彰
、
優
秀
児
童
生
徒
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
と

吉
野
川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　

多
田
さ
ん
は
、
現
在
も
自
宅
で

生
活
さ
れ
て
お
り
、
90
歳
頃
か
ら

始
め
た
手
芸
折
り
紙
を
し
て
過
ご

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
自
宅
に
は

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
作
品
が
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
誕
生
日
当
日
は

家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
笑
顔

で
祝
い
状
を
受
け
取
ら
れ
、
長
寿

の
秘ひ

訣け
つ

は
「
い
ら
い
ら
せ
ず
に
、

の
ん
び
り
と
し
て
い
る
こ
と
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
、
手
芸
折
り
紙
が

得
意
で
、
毎
年
近
所
の
幼
稚
園
に

入
園
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
贈
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
90
歳

頃
ま
で
庭
の
管
理
を
し
た
り
、
寝

る
前
に
は
腹
筋
を
し
た
り
す
る

な
ど
体
を
動
か
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
誕
生
日
当
日
は
、
施
設
の
方

や
、
親
族
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
祝
い
状
を
受
け
取
り
、
長
寿
の

秘
訣
は
「
ご
飯
は
好
き
嫌
い
な
く

食
べ
て
、
よ
く
運
動
す
る
こ
と
」

と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
39
人
（
女
性
35
人
男
性
４

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
西
麻
植
地
区
公
民

館
で
、
公
民
館
相
互
の
連
携
を
深

め
情
報
を
交
換
し
、
公
民
館
運
営

の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
吉
野
川
市
公
民
館
振

興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
公
民
館
の
運
営
と

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
・
団
体

に
、
教
育
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
江
本
佳
一
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
も
地
域
と
公
民
館
の
た
め
に
、

体
が
続
く
限
り
活
動
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
活
動
報
告
で
は
西
麻

植
地
区
公
民
館
の
取
り
組
み
が
発

表
さ
れ
、地
域
住
民
が
「
い
つ
で
も
、

誰
で
も
、
何
で
も
」
学
習
で
き
る

公
民
館
を
め
ざ
し
て
い
く
と
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

阿
波
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所

長
の
大
塚
晴
之
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
笑
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

赤
十
字
災
害
用
移
動
炊

飯
器
贈
呈
式

　

２
月
10
日
に
川
島
町
川
島
の
多

田
初
子
さ
ん
、
２
月
17
日
に
川
島

町
学
の
飯
田
邦
子
さ
ん
が
百
歳
の

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

多田初子さん

飯田邦子さん

代表してお礼の言葉を述べる遠藤桃菜さん

14



問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

 

℻
22-

２
２
４
７

　

吉
野
川
市
育
児
用
品
購
入
費
助
成
事

業
で
は
、
出
生
前
に
購
入
し
た
育
児
用

品
も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

助
成
対
象
者
な
ど
の
要
件

①
育
児
用
品
の
購
入
時
に
、
本
市
に
住

所
を
有
し
、
か
つ
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
（
助
成
申
請
は
、

出
生
届
提
出
後
か
ら
の
受
け
付
け
）

②
助
成
申
請
時
に
、
本
市
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る
乳

児
ま
た
は
幼
児
を
現
に
養
育
し
て
い
る

③
交
付
対
象
と
な
る
育
児
用
品
は
、
吉

野
川
市
内
の
取
扱
店
で
購
入
し
た
も
の

※
平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
１

歳
未
満
４
万
円
の
助
成
を
受
け
て
い
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

世
帯
に
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は

助
成
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

助
成
額
お
よ
び
申
請
期
限

○
１
歳
未
満

［
助
成
額
］　　

４
万
円
以
内

［
申
請
期
限
］　

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
前
日
ま
で

○
１
歳
以
上
２
歳
未
満

［
助
成
額
］　　

４
万
円
以
内

［
申
請
期
限
］　

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
日
ま
で

対
象
品
目　

粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
搾

乳
器
、
お
む
つ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン

ツ
、
お
ま
る
、
補
助
便
座
、
清
拭
用
品
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
だ
っ

こ
ひ
も
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

歩
行
器
、
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト

申
請
書
類
な
ど　

申
請
書
、
請
求
書
、

印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
振
込
口
座
預
金

通
帳
、
購
入
し
た
店
舗
名
・
日
付
・
育

児
用
品
が
確
認
で
き
る
領
収
書

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
助
成
申
請
に

は
、
品
質
保
証
書
の
写
し
と
製
造
元
と

品
名
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す
。

※
１
歳
未
満
で
、
出
生
前
に
購
入
し
た

育
児
用
品
を
助
成
申
請
す
る
場
合
は
母

子
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

 

℻
22-

２
２
４
５

　

次
の
軽
自
動
車
等
は
、
申
請
す
る
と

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

①
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等

【
本
人
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・

車
検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
個
人
番

号
の
分
か
る
書
類

※
車
両
変
更
時
は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

【
家
族
運
転
の
場
合
】

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
運
転
免
許
証
・

車
検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
通
院
証

明
な
ど
・
個
人
番
号
の
分
か
る
書
類

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未

満
、
療
育
手
帳
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
と
同
様

※
①
②
い
ず
れ
の
場
合
も
、
障
が
い
区

分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
の
た
め
に

構
造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車

い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど
・
個
人
番
号

の
分
か
る
書
類

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課	

☎
22-

２
２
１
５

 

℻
22-

２
２
４
７

　

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
の
減
免

申
請
に
、
納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
が

必
要
で
す
。

個
人
番
号
の
分
か
る
書
類　

個
人
番
号

カ
ー
ド
（
顔
写
真
あ
り
）
ま
た
は
、
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
（
顔
写
真
な
し
）

と
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
顔
写
真
の

な
い
証
明
書
の
場
合
は
、
公
的
機
関
発

行
の
も
の
が
２
種
類
必
要
）

※
平
成
29
年
度
の
申
請
期
限
は
５
月
31

日
㈬
で
す
。

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
の
減

免
申
請
は
個
人
番
号
の
記
入
を
！

４
月
か
ら
出
生
前
に
購
入
し
た

育
児
用
品
も
助
成
の
対
象
で
す

15



覧
い
た
だ
く
か
、
都
市
計
画
住
宅
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
住
宅
課	

☎
22-

２
２
２
５

 

℻
22-

２
２
４
６

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
２

月
中
旬
か
ら
順
次
、
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈬
期
限
厳
守

（
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
31
日
の
消
印

ま
で
有
効
）

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課	

☎
36-

１
１
７
７

 

℻
22-

２
２
６
０

　

９
月
下
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式
典

を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次
に

該
当
す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
基
準

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
42
年
９
月
１
日

ま
で
に
入
籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
32

年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ
れ
た
ご
夫

婦※
本
籍
地
が
本
市
以
外
の
方
は
、
申
込

時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
す
で

に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

７
月
31
日
㈪

※
締
め
切
り
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た

方
、
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
次
回

以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
次
の

場
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
課
（
本
館
２
階
）

○
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
戸
籍
・
印
鑑
が
締
め
切
り
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

 

℻
22-

２
２
６
０

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委

嘱
に
よ
り
行
政
問
題
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の

仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年

度
の
２
年
間
で
、
委
嘱
さ
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。

　

蔭
山　

昌
生
さ
ん
（
鴨
島
町
）

　

吉
川　

和
良
さ
ん
（
川
島
町
）

　

藤
森　
　

勲
さ
ん
（
山
川
町
）

　

猪
井　

幸
子
さ
ん
（
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

 

℻
22-

２
２
４
４

徳
島
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
１
５
３
１

℻
０
８
８
（
６
５
５
）
５
１
５
８

　

経
済
的
理
由
で
義
務
教
育
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
、
教
育
に

必
要
な
費
用
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保

護
者
（
生
活
保
護
者
）
に
準
ず
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
学
す

る
学
校
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
の
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
就

学
援
助
認
定
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。問

い
合
わ
せ

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課	

	

☎
22-

２
２
７
３

 

℻
22-

２
２
７
０

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る

新
婚
世
帯
に
、
家
賃
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
申
請
受
付
期
間
を
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

補
助
対
象
世
帯　

婚
姻
の
届
出
を
し
て

か
ら
２
年
以
内
で
あ
り
、
婚
姻
の
届
出

日
に
お
い
て
、
夫
婦
と
も
に
40
歳
未
満

の
世
帯

補
助
金
額
・
期
間　

月
額
最
大
１
万
円
、

24
カ
月
を
限
度

※
補
助
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

金
婚
該
当
者

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
該
当
者

吉
野
川
市
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

事
業
延
長
の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策

分
）の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

申
し
込
み

就
学
援
助
費
支
給
制
度

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp 16



	

午
後
７
時
～
９
時
（
初
級
）

	

午
後
７
時
～
９
時
（
中
級
）

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料

★
川
島
教
室

と
き　

毎
週
水
曜
日

	

午
後
７
時
～
８
時
（
初
級
）

	

午
後
８
時
～
９
時
（
中
級
）

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

受
講
料　

無
料

★
山
川
教
室

と
き　

毎
週
火
曜
日

	

午
後
７
時
～
７
時
30
分
（
初
級
）

	

午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
中
級
）

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館

受
講
料　

無
料

※
対
象
者
は
い
ず
れ
も
市
内
在
住
の
方

で
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

 

℻
22-

２
２
７
０

講
師　

住
友
祐
介
さ
ん
（
鴨
島
病
院
作

業
療
法
科
長
）

　

講
演
で
は
、
認
知
症
予
防
を
め
ざ
し

た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
」を
行
い
ま
す
。
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は
、

体
を
使
う
運
動
課
題
と
頭
を
働
か
せ
る

認
知
課
題
を
両
方
同
時
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
心
身
の
機
能
を
効
率
的
に
向
上

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

５
月
31
日
㈬
午
後
１
時
～
３
時

	

（
午
後
０
時
30
分
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
交
流
セ
ン
タ
ー

	

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

吉
野
川
市
民
で
65
歳
以
上
の

方定
員　

50
人

参
加
費　

無
料

準
備
物　

タ
オ
ル
、
靴
（
室
内
用
）、

飲
み
物
（
水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

電
話
に
よ
る
事
前
申
し
込

み※
５
月
１
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。
定
員
は
50
人
で
、
先
着
順
で

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）	

☎
22-

２
２
６
５

 

℻
22-

２
２
６
０

　
Ｊ
Ｒ
阿
波
山
川
駅
か
ら
美
郷
を
結
ぶ

代
替
バ
ス
に
、
５
月
１
日
㈪
か
ら
奥
丸

停
留
所
を
開
設
し
、延
長
運
行
し
ま
す
。

　

代
替
バ
ス
は
、
１
日
８
便
運
行
し
て

お
り
、
時
刻
表
や
運
賃
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
美
郷
支
所	

☎
43-

２
１
１
１

 

℻
43-

２
５
０
６

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・

ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
）の
当
事
者
や
家
族
、

パ
ー
ト
ナ
ー
、
友
達
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
（
交
流
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
27
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

研
修
室
５

講
師　
（
一
社
）
日
本
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
協
会

代
表
理
事
、
市
人
権
講
師
団
講
師

清
水
展
人
（
し
み
ず	

ひ
ろ
と
）
さ
ん

※
会
費
は
無
料
で
す
が
、
定
員
は
25
人

で
す
。
５
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

 

℻
22-

２
２
４
７

　

平
成
30
年
吉
野
川
市
成
人
式
を
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

10
人
程
度

募
集
期
間　

５
月
19
日
㈮
ま
で

対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ

～
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
成
人
式
実
行
委
員
会
（
お
盆
・
年

末
な
ど
、
２
～
３
回
程
度
開
催
予
定
）

に
出
席
で
き
る
方

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

 

℻
22-

２
２
７
０

★
鴨
島
教
室

と
き　

毎
週
木
曜
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

～
み
ん
な
で
語
り
合
お
う
～

成
人
式
実
行
委
員
会
の委

員
募
集

介
護
予
防
講
演
会

「
認
知
症
予
防
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」

代
替
バ
ス
が
延
長
運
行
し
ま
す

英
会
話
講
座
受
講
者
募
集

募

　集

広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－224417



徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール
とき　５月３日（水・祝）　午後４時
対戦相手　アビスパ福岡
とき　５月13日（土）　午後４時
対戦相手　ＦＣ岐阜
とき　５月17日（水）　午後７時
対戦相手　ツエーゲン金沢
会場　
　鳴門・大塚スポーツパーク
　ポカリスエットスタジアム

問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
http://www.vortis.jp/

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『１８９』へ連絡を!

生活トピックス
巡回職業相談

文化研修センター通信

　５月中旬から吉野川市の一部地域
において、「（一社）700ＭＨz利用
推進協会」によるテレビ受信障害対
策工事を実施します。
　この工事は、携帯電話事業者が新
たに700ＭＨz帯の周波数を用いた
携帯電話システムの運用を開始する
際、その電波がテレビアンテナで強
く受信され、地上デジタル放送の「映
像が乱れる」「映らなくなる」など
の影響が発生する恐れがあるため実
施するものです。ケーブルテレビや
光ファイバーでテレビをご覧の場合
は影響ありません。
　障害が起きる可能性があるご家庭
および障害が発生したご家庭には、
700ＭＨz利用推進協会が無料で対
策を行います。
問い合わせ
700ＭＨzテレビ受信障害対策コー
ルセンター
フリーダイヤル
☎0120（700）012
※IP電話などでフリーダイヤルにつ
ながらない場合
☎050（3786）0700
［受付時間　午前９時～午後10時
（土・日・祝日を含む）］

　けしの仲間は、春から夏にかけて
美しい花を咲かせるものが多く、園
芸植物として人気があります。しか
し、けしの仲間には麻薬の原料とな
るため法律で栽培が禁止されている
ものがあります。栽培が禁止されて
いるけしを発見した場合は、吉野川
保健所にご連絡ください。
薬物乱用を防止するには　　
　麻薬覚せい剤などの薬物乱用は、
単に乱用者自身の問題にとどまら
ず、家庭の崩壊、殺人、放火などの
重大な事件の原因になることもあ
り、社会全体への問題へと拡大する
恐ろしいものです。
　自分自身を大切にして、誘われて
も「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気
を持ちましょう。
問い合わせ
吉野川保健所　生活衛生担当
☎36-9017　℻22-1760

第195回まちかどコンサート

700Ｍ
メガヘルツ

Ｈz利用推進協会によ
るテレビ受信障害対策工事に
ついて

植えてはいけない
けしを見かけたら

春爛漫コンサート
出演者　チームらせん（Ｒ＆Ｂ）、ア
リンクリン（ポップス）、佐那人（さ
ななびと）（ポップス）、サナ・ポノ・
ポノ（フラダンス）

とき　４月23日（日）
　　　　　　　　　午後１時～４時
ところ　ＪR鴨島駅前老人ホームあ
　けわ敷地内（雨天決行）
連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24-2400　℻24-3725（鎌田）

対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相
談、職業についての知識や就職の
心構えについて指導

※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
とき　５月10日（水）
	 午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館

【山川】
とき　６月５日（月）
	 午前10時～11時30分
ところ　湯立会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410

○一日体験講座　「小鳥の俳句を作ろう」
講座内容　座学、吟行、句会
とき　５月28日（日）　午前８時30分～正午
ところ　文化研修センター(研修室４)
定員　10組（15人）　　参加費　無料
対象者　低学年は、父母・祖父母など保護者とご参加ください。
高学年は、児童のみの参加でもかまいません（児童のみの参加で、送
迎が必要な場合は事前にご連絡ください）。学校の先生の参加も歓迎
します。

持参物　筆記用具、帽子、水筒
申込方法　５月21日（日）までに文化研修センター窓口にて
　お申込みください。
○平成29年度個人会員・団体会員・賛助会員の新規加入募集について
　個人会員1,000円、団体会員3,000～8,000円、
　賛助会員一口10,000円
　当協会活動にご興味のある方は事務局までお問い合わせください。
問い合わせ・申し込み
文化研修センター　☎22-0015　℻22-0016

清掃ボランティアのご案内
　除草作業、清掃作業を行います。
江川湧水源周辺
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」
	 （吉野川医療センター西側）
作業日時　５月１日（月）
	 午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所　多津美橋あずまや
	 （鴨島第一中学校西側）
作業日時　５月１日（月）
	 午前７時～８時
問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（9553）9760
℻24-5113（岡田）

植えてはいけないけしの花
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生活トピックス
阿波吉野川警察署だより 鴨島公民館だより
悪徳商法に注意!
○最近、高齢者を狙った悪質商法事犯が急
増し多くの被害が出ています。

○簡単に利益が出るうまい話はありません。
「自分は大丈夫」「この話は間違いない」
と思ってもすぐに結論を出さず、必ず周
りの知り合いに相談し、一度冷静になっ
て考えるようにしてください。

○一度被害に遭うと、繰り返し悪質業者か
らの電話や訪問をされる可能性がありま
す。これ以上被害に遭わないようにきっ
ぱりと断りましょう。

こんな言葉・手口に要注意！
1)「未公開株」「海外採掘権」「○○取引」
などの投資関連用語

2)「水道管がさびている」「瓦がずれている」
「虫がいる」など、ウソをついて工事や購
入をさせる手口。

※信用できる業者に確認をしてください!!
3)「買う（売る）まで帰らない」と言って高
額な貴金属を高く売り付けたり、安く買
い取ったりする手口。

※業者が脅したり居座ったりするときは、迷
わず110番をして警察を呼んでください。
4)「注文を受けている商品を送る」とウソ
をついて代引などでお金を払わせる手口

※身に覚えがなければきっぱりと断ってく
　ださい。
　少しでもおかしいと思ったら、迷わず近
くの警察に相談してください。
問い合わせ
阿波吉野川警察署　
☎25-6110　℻25-6133
鴨島町交番　☎24-2331

★ピアノ発表会出演者募集
～スタインウェイのグランドピアノを弾いてみませんか？～
とき　５月14日（日）　午後2時
参加費　無料　
定員　20人（年齢不問）
申込締切　４月30日（日）
※定員超過の場合は抽選となります。

★講座案内（参加費無料）
○地域創生、現地研修（大塚製薬・日清紡・裁判所・四国放送）
　とき　４月21日（金）　午前９時出発（午後４時45分帰着）
○子どもえいが　～きょうはなんて運がいいんだろう～
　とき　４月22日（土）　午前10時30分
○そこがもっと知りたい
　～最近の消費者トラブルとその対処法～
　とき　４月24日（月）　午後１時30分～２時45分
○元気づくり体操　～貯筋体操～
　とき　４月27日（木）　午後１時30分～３時
○やさしい経済　～世界経済の動きと日米の株価の動き～
　とき　５月12日（金）　午後１時30分～２時45分
○知って役立つ
　～介護ベッドでの着替えと排泄ケア、身体の清潔と入浴介助～
　とき　５月17日（水）　午後１時30分～２時45分
○FPから学ぶ「くらしとお金」
　～シニア世代の得する働き方、年金・給与・給付金どうもらう？～
　とき　５月20日（土）　午前10時～11時30分
★貸し館の利用者募集
　市民への就職説明会、企業
研修、各発表会、各大会、会
合など人数によって部屋をお
選びください。詳しくは公民
館へ、お気軽にどうぞ!!
問い合わせ・申し込み
鴨島公民館　☎24-5111　℻24-5113

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｖ
は
あ
な
た
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
関
係
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

主
な
相
談
先

①
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談

セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
５
５
０
３

②
市
子
ど
も
相
談
室

	

☎
22-

２
２
６
７

③
市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

℻
22-

２
２
４
７

 

身
体
的
暴
力 

＝
な
ぐ
る
、
け
る
。

物
を
投
げ
つ
け
る
。突
き
飛
ば
す
。

 

精
神
的
暴
力 

＝
人
格
を
否
定
す

る
暴
言
。
無
視
す
る
。
お
ど
す
。

 

性
的
暴
力 

＝
性
的
行
為
の
強

要
。
避
妊
に
協
力
し
な
い
。

 

社
会
的
暴
力 

＝
外
出
を
制
限
。

居
場
所
を
報
告
さ
せ
る
。
電
話
や

交
友
関
係
を
監
視
。

 

経
済
的
暴
力 

＝
生
活
費
を
渡
さ

な
い
。
仕
事
に
つ
か
せ
な
い
。

暴
力
は
繰
り
返
さ
れ
る
？

　

加
害
者
が
い
つ
も
暴
力
を
ふ

る
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。暴
力
を
ふ
る
っ
た
後
、

別
人
の
よ
う
に
謝
っ
た
り
、
優
し

く
接
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
被
害
者
が
加
害
者

の
も
と
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、

ま
た
暴
力
を
受
け
る
と
い
う
繰
り

返
し
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
を
守
る
機
関
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
と
な
る
行

為
を
含
む
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
い
か
な
る
場
合
で
も
許
さ
れ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
暴

力
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催

し
ま
す

　

ご
自
身
が
受
け
た
壮
絶
な
Ｄ

Ｖ
体
験
、
そ
の
乗
り
越
え
方
な

ど
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
講
演

活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
中
野
満

知
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「
い

き
い
き
と
楽
し
く
生
き
る
た
め

に
」
と
題
し
た
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
、
生
き
方
に
悩

ん
で
い
る
方
、
悩
み
相
談
に
関

わ
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
川
島
町
）

参
加
費　

無
料
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課
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
、
国
民
年
金
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　
　

　

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る
無

料
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
と
同
じ
相
談
が
で

き
、
各
種
年
金
の
請
求
お
よ
び
届

け
書
の
受
付
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
４
月
27
日
㈭	

午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
５
月
25
日
㈭	

午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳

島
（
オ
フ
ィ
ス
）

 

☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

月
々
払
う
よ
り
も
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
。

現
金
納
付
の
場
合

○
２
年
前
納

○
１
年
前
納

○
６
カ
月
前
納

口
座
振
替
の
場
合

○
６
カ
月
前
納
（
10
月
か
ら
平
成

30
年
３
月
ま
で
の
保
険
料
を
前
納

す
る
制
度
で
す
）

○
早
割
制
度
（
月
々
50
円
割
引
と

な
る
制
度
で
す
）

○
２
年
前
納
・
１
年
前
納
（
平
成

30
年
４
月
以
降
分
の
申
し
込
み
の

み
受
付
中
で
す
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　
　

　
　

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
厚
生

年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ
変
更

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方

に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金
へ
変
更

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

年
金
手
帳
、
退
職
日
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保
年
金

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
こ
れ

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
が
上
乗

せ
さ
れ
た
年
金
額
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
、
納
付
方
法
は
「
口
座

振
替
」「
現
金
納
付
」「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
」「
電
子
納
付
」
の

い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
事
由
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課	

☎
22-

２
２
１
３

	

℻
22-

２
２
４
３

　

次
の
よ
う
な
前
納
制
度
を
利

用
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ

る
無
料
年
金
相
談

保
険
料
の
納
付
は
お
得
な
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か

４
月
か
ら
の
保
険
料
は

1
万
６
４
９
０
円
で
す

【
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
型
電
子
マ

ネ
ー
で
支
払
わ
せ
る
架
空
請
求

に
ご
注
意
を
！
】

　
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
」
と
は
、
Ｉ
Ｄ
番
号
が
記

載
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
こ
と
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

際
に
記
載
さ
れ
た
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
額
面
分
の
金
額

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
払
い
式
な
の
で
、
使
い
過
ぎ
防

止
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
「
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
」
で
の
支

払
い
を
要
求
す
る
架
空
請
求
の

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
手

の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
カ
ー
ド

の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
番
号
を

伝
え
て
し
ま
う
と
、
購
入
し
た

額
面
を
相
手
に
全
て
騙
し
取
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
取

ら
れ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
す
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
（
相
談
窓
口
）

	

☎
22-

２
２
３
１

	

℻
22-

２
２
４
４

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

℻
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
７
４

消
費
者
ひ
ろ
ば

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 4 月25日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

 5 月16日㈫ 13:30～16:00 交流センター１階和室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 4 月20日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室

 5 月 1 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

 5 月 2 日㈫ 13:00～15:30 川島公民館会議室　

 5 月11日㈭ 9:00～12:00 市役所本館４階141会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 4 月21日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

 5 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

1
月 0件

累
計 0件

救急出動

1
月 178件

累
計 178件

と
　
き　

４
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

　
　
　
　

１
階
相
談
室

内
　
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

税
の
納
付
相
談

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課 

☎
22-

２
２
１
５

 

℻
22-

２
２
４
７

市
国
保
年
金
課 

☎
22-

２
２
１
３

 

℻
22-

２
２
４
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25-6110　市環境企画課 ☎22-2230 ℻22-2247 20



今
月
の
健
康

ビ
タ
ミ
ン
に
つ
い
て

　

ビ
タ
ミ
ン
は
炭
水
化
物
、
た

ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ミ
ネ
ラ
ル

と
と
も
に
五
大
栄
養
素
の
一
つ

で
す
。必
要
摂
取
量
は
少
な
く
、

体
内
に
も
わ
ず
か
な
量
し
か
存

在
し
ま
せ
ん
が
、
生
命
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
主
に
三
大
栄

養
素
（
炭
水
化
物
、
た
ん
ぱ
く

質
、
脂
質
）
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
出
す
反
応
お
よ
び
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
合
成
を
助
け
る
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
抗
酸
化
作

用
の
あ
る
も
の
や
他
の
栄
養
素

の
吸
収
を
う
な
が
す
も
の
、
止

血
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
は
全
部
で
13
種
類

あ
り
ま
す
が
、
体
内
で
は
ほ
と

ん
ど
合
成
さ
れ
な
い
の
で
、
食

品
か
ら
必
ず
摂
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肉
、魚
、

野
菜
な
ど
豊
富
な
種
類
の
食
品

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

性
質
に
よ
っ
て
二
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
水
に
な
じ
み
や
す

い
「
水
溶
性
」
と
、
油
に
な
じ

み
や
す
い
「
脂
溶
性
」
で
す
。

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
と
Ｃ
で
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｄ
、
Ｅ
、

Ｋ
で
す
。

　

５
月
は「
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
」

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ　市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243

52,913円（被保険者全員が等しく負担）
被保険者均等割額

被保険者均等割額の軽減

所得割額の軽減

被用者保険の被扶養者

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が世
帯単位で軽減されます。

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所
得金額等に応じて、所得割額が軽減され
ます。

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国
保・国保組合以外の健康保険の被扶養者
となっていた方が対象となります。

10.98％（被保険者が所得に応じて負担）
所得割率

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合
33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得がない

（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割
33万円＋（27万円×被保険者数）以下 ５割
33万円＋（49万円×被保険者数）以下 ２割

基礎控除（33万円）後
の総所得金額等 所得割の軽減割合

58万円以下 ２割

均等割額 所得割額

７割軽減 負担なし

【後期高齢者医療制度】保険料のお知らせ
　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなって
おり、平成29年度は、平成28年度と同じ保険料
率になっています。
　なお、被保険者均等割額、所得割額の軽減につ
いては、制度の見直しや政令改正により、改定を
行っていますので、ご確認ください。

●　保険料の計算方法・・・被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料
の上限額は年額57万円です。

　　保険料 ＝ 被保険者均等割額52,913円＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.98％｝
●　保険料の軽減・・所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次

のとおり保険料が軽減されます。
　　また、平成29年度については、被保険者均等割額、所得割額の軽減が以下のとおり改定しています。

　年金から天引き（特別徴収）される方については、４月分から
８月分までは仮徴収分として納めていただきます。保険料の算定

基礎となる前年の所得が確定後、８月に保険料額の調整を行い、10月分以降の年金から本徴収と
して納めていただきます。また、４月分の年金から保険料が天引き（特別徴収）されていない方に
ついては、８月に保険料額と納付方法を記載した通知をお送りする予定です。

保険料の納め方について

生活機能低下を防ごう
みんなで「生活不活発病」の予防を！21



６月からがんの集団検診が始まります
　７月以降のがん集団検診日程につい
ては、広報よしのがわ５月号でお知ら
せします。

腹部エコー検査で何がわかる？
　この検査で調べられる臓器は、肝臓・胆のう・腎臓・すい
臓・膀胱・前立腺・さらに子宮や卵巣が対象になります。
　なかでも、胆石、早期肝臓がんの発見に有効です。

６月のがん集団検診日程について

検（健）診受診券つづりの送付について

★検診の申込先：健康推進課（本館１階）　
★申込受付・・４月３日（月）から開始しています。

５月中旬に、20～74歳の女性および40～74歳の男性を対象に個人が年
間に受けることができる「検（健）診受診券つづり」を個別に郵送します
（75歳以上の方は、受診券を送付しませんので、検診を希望される場合
は健康推進課に申し込みください）。
今年度の受診券はオレンジ色です。
年間の検診計画をたて、ご自身の健康管理にご活用ください。
平成30年２月末までが有効期間となっていますので、大切に保管してく
ださい。

子宮頸がん・乳がん検診とも
に、発症しやすい年代の受診
が少ないことがわかりました!!

39歳以下の日本人女
性で、子宮頸がんの発
病や死亡が増えていま
す。
特に子宮頸がんは、
20 ～ 30歳代の若い
女性多く発症していま
す。20歳になったら
必ず子宮頸がん検診を
受けましょう。

乳がんは女性に一番多
いがんで、40～ 50歳
代をピークに発症や死
亡が増加しています。
女性の約15人に１人
が生涯で乳がんにかか
る危険があります。

●郵送される受診券の種類

※受けることができる検診の受診券にはお名前が印字されています。

１ 胃がん検診 ４ 乳がん検診 ７ 骨粗鬆
しょう
症検診 10 歯周疾患検診

２ 大腸がん検診 ５ 子宮頸
けい
がん検診 ８ 肝炎ウイルス検査 11 健康診査

３ 肺がん検診 ６ 前立腺がん検診 ９ ヤング健診 12 腹部エコー検診

日　　程 場　　所 受付時間 検診項目 注意事項

６月１日（木） 山川公民館
午前８時30分～10時 胃がん・大腸がん・腹部エコー検診 ※胃がん検診・腹

部エコー検診・乳
がん検診は、１日
に受けられる人
数に限りがあり
ますので、定数に
達した時点で、締
め切らせていた
だきます。

午後１時～３時 乳がん（マンモグラフィ）・大腸がん検診

６月24日（土） 市役所（東館） 午前８時30分～10時 胃がん・大腸がん・腹部エコー検診
乳がん（マンモグラフィ）検診

６月28日（水） 鴨島公民館
午前８時30分～10時 胃がん・大腸がん・腹部エコー・肝炎ウイルス・

前立腺がん検診
午後1時～3時 乳がん（マンモグラフィ）・大腸がん検診

子宮頸がん検診・乳がん検診を受けてください!!

吉野川市の子宮頸がん検診・乳がん検診の受診状況をみると…

平成２９年度

がん検診等検（健）診受診券つづり

※今年度、あなたが受診できる検診について

　は、受診券にお名前が印字されています。

※この受診券は、市が実施する検診を受ける

　際に必要ですから大切に保管してください。

検診により実施期間や実施場所が違いま

すので、 内容をご確認のうえ検診計画を

たてましょう。

検（健）診受診券つづり見本
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45%
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35%
30%
25%
20%
15%
10%

0%
5%

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳

H26年度

H27年度

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳

H26年度
H27年度

「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。

子宮頸がん検診　年代別受診状況

乳がん検診　年代別受診状況
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●問い合わせ・申込先　市健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

■検診（健診）の内容と個人負担金

　検診無料クーポン券対象の方の検診
受診券には、市長公印が印刷されてい
ます。
　受診券が届いたらご自身の受診券を
確認してください。

●検診無料クーポン券対象年齢

●検診（健診）対象年齢

対　　　　象 乳がん 子宮頸がん
21歳 平成		8年4月2日～平成		9年4月1日 ●
41歳 昭和51年4月2日～昭和52年4月1日 ●

対　　　　象 胃がん 大腸がん 前立腺がん 乳がん 子宮頸がん 肺がん 腹部エコー ヤング 健康診査
20～39歳 昭和53年4月1日～平成10年3月31日 〇 〇
20歳以上 平成10年3月31日以前生まれ 〇
40歳以上 昭和53年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
50歳以上 昭和43年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

節目検診対象 骨粗鬆症 肝炎ウイルス 歯周疾患
40歳 昭和52年4月1日～昭和53年3月31日 〇 〇 〇
45歳 昭和47年4月1日～昭和48年3月31日 〇 〇 〇
50歳 昭和42年4月1日～昭和43年3月31日 〇 〇 〇
55歳 昭和37年4月1日～昭和38年3月31日 〇 〇 〇
60歳 昭和32年4月1日～昭和33年3月31日 〇 〇 〇
65歳 昭和27年4月1日～昭和28年3月31日 〇 〇 〇
70歳 昭和22年4月1日～昭和23年3月31日 〇 〇 〇

検診（健診）の種類
対象者 ※個人負

担金
　	（※1）

内　　　容平成29年度（平成29年4月1日～平成30年3
月31日）に該当年齢に達する方

集　
団　
検　
診

（
公
民
館
等
で
実
施
）

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによる胃部エックス線検査
大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）
前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60・65・70歳の方 無料 血液検査

乳がん検診（※2）
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性で平成28年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,300円 乳房エックス線検査（２方向）

腹部エコー検診 40歳以上の方 5,400円 腹部の超音波検査
骨粗鬆症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 腕のエックス線検査

個		

別		

検		

診	（
指
定
医
療
機
関
で
実
施
）

大腸がん検診 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）

子宮頸がん検診（※2） 20歳以上の女性で平成28年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,200円 子宮頸部細胞診

乳がん検診（※2）
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性で平成28年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,500円 視触診および乳房エックス線検査

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60・65・70歳の方 無料 血液検査
歯周疾患検診 40・45・50・55・60・65・70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

ヤング健診 20歳～39歳の方 1,000円 特定健康診査に準ずる項目
問診・身体測定・理学的検査・血圧測定・尿検
査・血液検査（脂質検査・肝機能検査・腎機能
検査・糖尿病検査）健康診査 40歳以上の生活保護受給者 無料

胃がん検診（※3） 40歳以上の方 1,800円 バリウムによる胃部エックス線検査

巡
回
検
診

肺がん・結核検診（※4） 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀
かく
痰
たん
検査 50歳以上で喫煙指数（1日本数×喫煙年数）が

600以上の方で希望される方 500円
痰の検査（※痰の検査のみはできません。胸
部のエックス線検査と痰の検査はセットに
なります）

※１　70歳（昭和23年３月31日以前に生まれた方）以上、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯の方は個人負担金が免除されます。
　　　ただし、腹部エコー検診・ヤング健診は年齢・所得に関係なく個人負担金が必要です。
※２　検診無料クーポン券の方は、無料で受けられる検診があります（乳がん・子宮頸がん）。
※３　胃カメラによる胃がん検診を、県下指定の医療機関で９月頃から開始予定です。対象は50歳以上の方となります。
　　　胃がん検診は、バリウムによる検診か、カメラによる検診のどちらか一方しか受けられません。
　　　胃カメラによる胃がん検診を希望する方は、バリウムによる胃がん検診は見合わせてください。
　　　胃カメラによる胃がん検診の詳細については、８月頃に広報よしのがわや回覧などでご案内します。
※４　65歳以上の方は、結核検診として１年に１回の胸部エックス腺検診を受けることが法律で義務づけられています。

「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう23



「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう

●問い合わせ・申込先　市国保年金課　☎22-2213　℻22-2243

特定健康診査対象者

生 年 月 日 昭和17年10月１日～
昭和18年３月31日生まれの方

昭和18年４月１日～
昭和53年３月31日生まれの方

健 診 方 法
（１）集団健診
（２）医療機関健診

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特 定 健 康 診 査
受診券の有効期限 ９月30日（土） 12月28日（木）

特 定 健 康 診 査
受 診 券

◦受診券は、７月上旬までに個別に郵送します。
◦平成29年度特定健康診査実施機関一覧表は、受診券に同封します。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ
平成29年度特定健康診査（日帰りドック健診・医療機関健診）のお知らせ

日帰りドック健診 … 事前に申し込みが必要です。先着順ではありません。
《申し込み期限》　５月10日（水）まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
★申し込み用紙に必要事項を記入のうえ、①～④いずれかの方法で提出してください。
　　①窓　口 ： 国保年金課（本館１階）および各支所（川島・山川・美郷）
　　②郵　送 ： 〒776-8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課　保健事業係
　　③ＦＡＸ ： 0883-22-2243（受信確認後、ご連絡します。）
　　④電子メール：kokuhonenkin@yoshinogawa.i-tokushima.jp
※ 申し込み用紙は、国保年金課および各支所にあります。
　 吉野川市ホームページからダウンロードできます。

【注意事項】
・各健診日程において申し込み者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。希望に添えない場合もありま
　すのでご了承ください。
・申し込み者全員に、「決定通知」をお送りします。募集人数を超え、希望に添えなかった場合も通知します。
　決定後、日程変更およびキャンセルされる場合は、必ず実施機関および国保年金課に連絡してください。
・実施機関によって検査項目が若干異なりますので、希望される項目をご確認のうえ、お申し込みください。
　（保険証送付時に同封しています ｢特定健康診査のお知らせ｣（ピンク色）にてご確認ください）
・ドック検査項目のうち、一部未受検による検査費用の調整は行いませんのでご了承ください。
・定員に満たない場合は、５月11日（木）から5月31日（水）まで受け付けを継続しますが、定員になり次第締め
　切りいたします。

実施機関
とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック 徳島県農村健康管理センター

徳島市蔵本町１丁目10-3 徳島市南田宮４丁目8-56 阿波市阿波町平川原北59-1
☎088-633-2266 ☎088-632-9111 ☎0883-36-6611

健診日程

１ 希望月 ７月 4 希望月 ７月 7 ７月19日（水）
２ 希望月 ８月 5 希望月 ８月 8 ８月10日（木）
３ 希望月 ９月 6 希望月 ９月 9 ８月17日（木）
上欄、１～６の希望月については、実施機関から日程調整の電話連絡があります。 10 ９月５日（火）

受診者負担額 16,000円
募集人数 440人

※集団健診は、広報よしのがわ５月号に詳細を掲載します。
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吉野川市 子育て支援施設 ５月の行事予定
【マークの説明】	 Ａ：午前実施　Ｐ：午後実施　D：日中実施　★：要予約
	 親：親対象　子：未就学児対象　乳：乳児のみ対象　幼：幼児のみ対象　児：幼稚園以上が対象　その他：具体的に記載

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場　所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）

鴨島町鴨島380番地
（認定こども園めぐみ
幼稚園めぐみ保育園内）

鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL	0883-25-6616
FAX	0883-25-6617

TEL（FAX）0883-38-9117
TEL	0883-24-2435

TEL	0883-24-2379FAX
TEL	0883-22-2277FAX

TEL	0883-25-4985FAX	
TEL	0883-42-6828FAX	

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 ９時～17時 ９時～15時 10時～18時（月～金）
13時～18時（土曜日） ９時30分～18時 9時30分～18時（月～金）

13時～18時（土曜日）
10時～18時（月～金）
13時～17時30分（土曜日）

1 月 Ｄ親子 自由遊び D親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 英語 D 自由遊び

2 火 Ｄ親子 自由遊び Ａ親子 子育て相談 D 自由遊び Ａ親子 ほっとティー
ブレイク P児 英語 D 自由遊び

3 水

4 木

5 金

6 土 Ｄ親子 自由遊び ☆Ｐ親子
児 俳句教室 Ｄ 自由遊び P 自由遊び P 自由遊び

7 日

8 月 Ａ親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう Ａ親子 園庭開放 ☆Ａ親子 ティータイム＆クッキングＤ 自由遊び A親子 工作 P幼・児 母の日プレ

ゼント制作

9 火 Ａ親子 絵本の
読み聞かせ A★親子 ファースト

サイン Ｐ児 絵画教室 Ａ★親子		
A親子

ぴよぴよ広場
ほっとティーブレイク D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

10 水 Ａ★親子
Ａ親子

母の日プレゼント作り
こども園園庭開放

A親子
2歳児 コアラルームＡ親子Ｐ児 紙芝居の日 Ａ親子　

Ｐ★児 英会話教室 P児 プラバン P 手芸の日

11 木 Ｄ親子 身体計測 A親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム D 自由遊び Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び A★親子 ベビー

マッサージ

12 金 Ｄ親子 自由遊び Ａ親子 のんびり
ティータイムD 自由遊び Ａ★親子

Ｐ親子児
リズム体操
お話会 P児 製作 D 自由遊び

13 土 Ａ★親子 楽しい親子の筆ペン教室 Ｐ 自由遊び Ａ★親子
Ｐ★児 クッキング P 自由遊び P 自由遊び

14 日

15 月 A★親子 アクセサリー
作り Ａ親子 園庭開放 D 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 P★児 おやつ作り P幼・児 ダルクローズ

リトミック

16 火 Ａ★親
P★親子

ピラティス体験会
Ｌｅｔ'ｓ	Ｅｎｊｏｙ	Ｅｎｇｌｉｓｈ Ａ親子 子育て相談 D 自由遊び Ａ親子　

Ｐ★児
ほっとティーブレイク
書道 P★児 おやつ作り D 自由遊び

17 水 A親子　
P★親子

こども園園庭開放
押し花アート

Ａ親子　
2歳児 コアラルーム☆Ａ親子 助産師による産後

メンテナンス教室
Ａ親子　
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

18 木 Ａ★親子 赤ちゃんヨガ＆ベ
ビーマッサージ

Ａ親子　
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ａ親子 絵本の

読み聞かせ
Ａ★親子
Ａ親子

乳幼児子育て広場
身体測定・育児相談 P児 簡単な実験 D 自由遊び

19 金 Ａ親子 こどものため
の食育サロンＡ★親乳

ベビー
マッサージ D 自由遊び Ｐ★児 茶道教室 D 自由遊び P幼・児 英語教室

20 土 D親子 自由遊び Ｐ 自由遊び Ｐ親 保護者役員
会・総会 P児 プチ生け花 P 自由遊び

21 日

22 月 Ｄ親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放 ☆Ｐ児 レッツ
ミュージックＤ 自由遊び A★親子 親子食育 P★児 絵画教室

23 火 Ｄ親子 自由遊び Ａ★親　
Ｄ親子

ヘッドスパ
自由遊び ☆Ｐ児 絵画教室 Ａ★親子

Ａ親子　
みんなで楽しくリトミック
ほっとティーブレイク D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

24 水 Ａ★親子
A親子

消防署見学
こども園園庭開放

Ａ親子　
2歳児 コアラルームＡ親子 絵本講演会 Ａ親子　

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P 手芸の日

25 木 Ｄ親子 身体計測 Ａ★親子 お誕生日会 Ｐ児 茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 P児 茶道 D 自由遊び

26 金 Ａ★親子 誕生会写真撮影 Ａ★親子 楽しいクッキング ☆Ｐ児 生け花教室 Ａ★親子
Ｐ★児 お誕生会 D 自由遊び D 自由遊び

27 土 Ｄ親子 自由遊び Ｐ親子
乳幼児

おもちゃ病院
がくるよ！ Ｄ 自由遊び P児 愛館日 P 自由遊び

28 日

29 月 Ｄ親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放 ☆Ａ親子 徳島親ナビプログラム
ワークショップＤ 自由遊び A親子 絵本

読み聞かせ P幼・児 やさかあそべぇ
（運動教室）

30 火 Ａ親子 リトリト☆
リトミック♪ Ａ親子 子育て相談

身体測定 D 自由遊び Ａ親子　 ほっとティーブレイク D 自由遊び P幼・児 野菜を収穫
しよう

31 水 Ｄ親子 自由遊び A親子　 イザヤ先生と英
語で遊ぼう！ D 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。	※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を25



５月の介護予防教室

５月のリハビリ教室

４月 ５月 医　院　名 電話番号
12 15 渡 辺 医 院 24-7177
13 ６ 松 永 医 院 42-2110
14 13 美 摩 病 院 24-2957
15 22 木村内科胃腸科 24-6413
⑯ 29 富 本 医 院 42-3123
17 18 谷 医 院 42-2353
18 � いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
19 � リバーサイドクリニック岡田 24-8884
20 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
21 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
22 森 住 内 科 医 院 22-3010
� 31 工 藤 内 科 医 院 42-3113
24 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
25 麻名内科外科クリニック 26-0020
26 さ く ら 診 療 所 42-5520
27 石原内科循環器科 24-2536

４月 ５月 医　院　名 電話番号
28 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
� 30 大 内 整 形 外 科 24-3058
� 20 鴨 島 病 院 24-6565

１ 知恵島皮膚科診療所 36-9012
２ よしのがわ往診診療所 36-1850
③ 高橋皮膚科クリニック 24-5122
④ 井 内 内 科 24-3070
⑤ 杏 和 医 院 22-0333
⑦ 中西内科クリニック 42-6755
８ 石 原 小 児 科 24-2388
９ 梶本胃腸科内科 24-2413
10 和田耳鼻咽喉科 24-2566
11 糸田川クリニック 24-7555
12 古本内科クリニック 24-7377
⑭ 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
16 四 宮 医 院 25-2016

４月 ５月 医　院　名 電話番号
17 糸 田 川 眼 科 24-2531
19 杉 山 医 院 25-2802
23 鈴木内科（敷地） 24-5880
24 阿 部 整 形 外 科 24-4880
25 鈴木内科（喜来） 24-3413
26 岸 整 形 外 科 25-3133
27 矢 田 医 院 25-2006

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26–2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

☆平日／18時～22時		☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
	（☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268  ℻22-2245

４月・５月
夜間・休日在宅当番医表

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22-2265　℻22-2260

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

8 月
９:00～10:30 南町集会所 山 川

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティーセンター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

9 火 ９:00～10:30 川島老人福祉センター 川 島 介 護 予 防 体 操
10 水 ９:00～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 介 護 予 防 体 操

11 木
９:00～10:30 川島公民館城山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 鍛治屋敷公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操

12 金 ９:00～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

16 火
９:00～10:30 川島公民館上桜分館 川 島 栄 養 の お 話
13:00～14:30 山川公民館 山 川 介 護 予 防 体 操

17 水 ９:10～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
18 木 ９:00～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 口 腔（ こ う く う ）ケ ア
19 金 ９:00～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操

22 月
９:00～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

23 火 ９:00～10:30 川島公民館山田分館 川 島 介 護 予 防 体 操
24 水 ９:00～10:30 こだま会館 川 島 介 護 予 防 体 操

25 木 ９:00～10:30 牛島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 山路東原集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

26 金 ９:00～10:30 森山地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 東山老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話

5
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 火 ９:00～11:00 元木会館 山 川

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

12 金 ９:00～11:00 川島公民館本町分館 川 島
15 月 ９:30～11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
17 水 13:30～15:30 山瀬地区公民館 山 川
22 月 13:00～15:00 江川大東公会堂 鴨 島

「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を 26



　

入
園
・
入
学
・
進
級
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
校
や
学
年
で
、
新
し

い
友
だ
ち
と
と
も
に
、
元
気
に
新

学
期
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

一
年
間
の
間
に
、
い
ろ
ん
な
事

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
力
強
く

大
地
を
踏
み
し
め
て
、
歩
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

				　

○
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
は
、
生
活
面
で
の
環

境
も
変
わ
り
、
交
通
事
故
が
多
く

な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
自
分
の
「
命
」
は
自
分
で
守
り

ま
し
ょ
う
。　

　

暖
か
く
な
っ
て
く
る
こ
の
時
期

は
、
不
審
者
が
多
発
す
る
時
期
で

図 書 だ よ り

も
あ
り
ま
す
。
も
し
不
審
な
人
を

見
か
け
た
り
、
被
害
に
遭
い
そ
う

に
な
っ
た
り
し
た
時
は
イ
カ
の
お

す
し
！
「
行
か
な
い
」「
乗
ら
な
い
」

「
大
声
で
叫
ぶ
」「
す
ぐ
逃
げ
る
」「
知

ら
せ
る
」
で
、
自
分
の
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　

補
導
セ
ン
タ
ー
で
も
、
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い

ま
す
が
、
も
し
不
審
者
に
遭
遇
し

た
り
見
か
け
た
り
し
た
時
は
、
補

導
セ
ン
タ
ー
や
学
校
・
警
察
へ
連

絡
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

 

☎
25-

６
６
２
０

 

℻
25-

６
６
２
１

　

３
月
12
日
、毎
年
恒
例
の
「
吉

野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
鴨

島
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
お
よ
び

ゴ
ー
ル
と
し
た
、
３
㎞
コ
ー
ス

と
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を

小
・
中
学
生
と
16
歳
以
上
の
計

１
２
６
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
順
位
を
競
い

合
っ
て
走
っ
て
い
る
人
、
無
理

の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
仲
間
と
楽

し
そ
う
に
走
っ
て
い
る
人
、
仮

装
を
し
て
走
っ
て
い
る
人
な
ど
、

一
人
一
人
が
思
い
を
持
っ
て
参

加
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。

　

今
回
も
、
北
海
道
な
ど
遠
方

か
ら
の
参
加
や
80
歳
以
上
の
高

齢
の
方
の
参
加
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
人
は
も
ち
ろ

ん
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も

次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
少
し
暖
か
く
な
っ
た
春
の

風
を
受
け
な
が
ら
、
心
地
良
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
編
）

編
集
後
記

青
少
年
育
成
補
導

お
願
い

　
ト
ラ
ッ
ク

牛
島
小
学
校　

中
山
か
ん
す
け

オ
レ
は
ト
ラ
ッ
ク
で
っ
か
い
ト
ラ
ッ
ク

オ
レ
は
だ
れ
に
も
ま
け
な
い
ぞ

土
や
木
を
は
こ
ん
で
い
る
か
ら

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
よ
ご
れ
る
ぜ

工
事
げ
ん
場
は
い
そ
が
し
い
ぜ

オ
レ
よ
り
力
が
強
い
や
つ
は
ほ
か
に
は
い
ね
ー
ぜ

オ
レ
が
よ
ご
れ
た
ら
み
が
い
て
く
れ
よ
な

ブ
ル
ン
ブ
ル
ン
ブ
ル
ン

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
11
号
」よ
り

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24-5111　℻24-5113

川 島 図 書 館
☎25-3141　℻25-5382

山 川 図 書 館
☎42-5222　℻26-4101

◆開室時間　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休室日
火曜日、祝日

◆ボランティアグループ「よみっこ★か
～も」による絵本のよみきかせの会
毎月第２土曜日午前10時30分から／
鴨島公民館２階和室／参加費無料

◆新刊案内
　【一般書】
　　「探偵は女手ひとつ」　深町秋生　著
　　「三鬼」　　　　　　宮部みゆき　著
　　「夜行」　　　　　　森見登美彦　著
　【児童書】
　　「すなばばば」
　　　　　　　　　　鈴木のりたけ　著
「だるまちゃんしんぶん」
　　　　　　　　　　　　加古里子　著

◆おはなし会
５月13日㈯
午後１時30分から（約30分間）
／毎月第２土曜日開催

◆子ども映画会
４月15日㈯（チップとデール）５
月６日㈯（きょうのわんこ）５月
20日㈯（モリゾーとキッコロ）
（午後２時から約１時間）

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休館日
月曜日、祝日、月末資料整理日
（４月28日㈮、５月31日㈬）

◆二人展（写真展）「活動報告」川村
泰史×阿部和剛
とき　４月３日㈪～30日㈰
ところ　川島図書館１階ロビー
入場料　無料

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆４月、５月の休館日
水曜日、祝日、月末資料整理日
（４月28日㈮、５月30日㈫）
※５月９日㈫は、５月３日㈬㈷
の振替休日です。

「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで

安
全
で
楽
し
い
生
活

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

４
月
か
ら
課
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

平
成
29
年
４
月
か
ら
、「
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
22-

２
２
６
９
・
℻
22-

２
２
４
５
）」
と
「
秘
書
広
報
課
（
☎
22-

２
２
０
３
・
℻
22-

２
２
４
４
）」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
未
来
課
は
、
保
育
所
・
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
手
続
き
や
こ
ど
も
園
整
備
な
ど
、
秘
書
広
報
課
は
、
情
報
公
開
、
広
報
広
聴
、
秘
書
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課　

☎
22-

２
２
３
１
・
℻
22-

２
２
４
４

2017年（
平

成
29年

）4月
号

通
巻

151号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
秘

書
広

報
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2203　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
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